


































































































































































































































































































































　例(62)で ｢俺は秀才ではないし……｣、(63)で ｢もしもかね持ちならば……｣ となっても、｢

























































































































































































































































スは本稿１. ４. ２と２. ３. ３にもある。
８　この関係にある「Ｎ１のようなＮ２」の意味構造の考察は渡邊(2000)に詳しい。
９　本節は２．２．４を除いて、光信(2008)の１節と２節に加筆・修正を施したものである。金水(1986)に
指摘の点を引用した考察は加筆による。
10　「Ｎ１のような」を省略して意味が変わらないのは(b)「情報付加」のみのはたらきによるものである。
11　この用法については、倉持(1982)で「例示的に取り上げた事柄自体に言及しようとしている」、高橋
(1995)で「修飾成分として提示する要素について述べることが主眼」などと指摘されている。
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